
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉大津市における環境データ等の推移について（１） 

 

 

 

 

   

本市は、大阪府の中央西南部に位置し、東経

135°24′北緯 34°30′にあって、北及び東南

は高石市と和泉市、西南は大津川を境として泉北郡

忠岡町と隣接、西北は大阪湾に面しています。 
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本市の位置･面積等 

 
図１ 人口及び世帯数の推移 

 

本市の人口は令和元年10月1日現在で74,639人、

世帯数は 34,490 世帯です。 

 

 

本市の人口･世帯数

積等 

 

 

本市の土地利用 
本市の地目別土地

利用は、宅地が約

68％を占め、田畑

は約２％です。 

 用途地域別で

は、全てが市街化

区域に該当してお

り、準工業地域が

50％以上を占め

ています。 

 

 

 

図３ 業種別従業員数及び事業所数の推移 

本市の平成 28 年における従業員数は 29,465 人(公営事業所除く)

であり、第 3 次産業の占める割合が近年大きくなっています。 

 

本市の事業所 
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本市での自動車保

有 台 数 は 約

36,000 台程度で

ほぼ毎年一定して

います。 

 

 

 

 

 

 

図４ 自動車保有台数の推移 

本市での自動車保有台数 

 

 

 

 

図５ 水道供給量の推移 
 

本市の上水道供給量は平成 30 年度で 845 万m3 であり、年々減

少傾向にあります。また、一人あたりの使用量も減っています。 

本市での水道供給量 

 

 

 

 

 

 

図６ 電灯消費量の推移 

電灯消費量は平成 22 年度をピークに減少を続けています。電力総

使用量は電力自由化によりデータが作成されていません。 

本市の電力消費量 

図７ ガス需要量の推移 

商業用の需要量が減少してきましたが、近年の総需要量は横ばいです。

平成 28 年度からガス自由化により公表方法が変更されています。 

本市のガス需要量 

図８ 下水道普及率の推移 

 

本市の令和元年度末の下水道普及率は 9７.１%となっています。 

本市の下水道普及率 

 
13.67km2 

資料４ 

図 2 土地の地目別割合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉大津市における環境データ等の推移について（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 大津川の BOD濃度の推移 

水質改善が進み、下流域は基準がＤ類型からＣ類型に引き上げら

れました。 

図 10 市内主要河川の BOD濃度の推移 

年度によりばらつきはあるものの、改善傾向が続いています。 

図 11 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の年平均値の推移 

長期的な改善が進んで、 

環境基準を達成しています。 

図 14 公害苦情件数の推移 

 

騒音による苦情が多い状況が続いています。 

図 12 微小粒子状物質濃度（年平均値）の推移 

微小粒子状物質（PM2.5）についても、改善が進み、平成 28 年度以降

環境基準を満足しています。 

図 13 光化学オキシダント濃度の推移 

 

光化学オキシダントは、環境基準未達成の状況が続いています。 

図 15 市域事業場からの化学物質の排出量・移動量の推移 

ＰＲＴＲ法に基づく市域の事業場の届出集計結果をみると、化学物質の環境

中への排出量は横ばい傾向です。事業所からの廃棄が増えたため、移動量が

増加しています。 

図 16 ごみの排出量の推移 

 

ごみの排出量は平成 28 年度以降横ばい傾向にありますが、平成 30 年度は

災害、令和元年度はコロナ禍の影響を受けています。 

図 17 市域の温室効果ガス排出量の推移 

産業部門、業務その他部門の削減が認められる一方、家庭部門、運輸部門

の排出量は横ばいで、より一層の削減が求められています。 

水質関係（大津川 BOD） 

水質関係（市内河川 BOD） 

大気関係（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

大気関係（微小粒子状物質） 

大気関係（光化学オキシダント） 

公害苦情件数 

 

有害化学物質 

一般廃棄物 

温室効果ガス排出量 

NO2の環境基準 

1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から

0.06ppmまでのゾーン内またはそれ以下 

SPMの環境基準 

1 時間位の 1 日平均値が 0.10mg/m3 以下

であり、かつ 1時間値が 0.20mg/m3以下 

環境基準 1時間値が0.06ppm以下 

環境基準 

年平均値が 15μg/m3 以下であり、かつ、

１日平均値が 35μg/m3以下 


